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日本物理教育学会近畿支部　　　　　　　

支 部 長　  中田 博保（大阪教育大学）
物理教育を考える会 PartⅡ　　　　　　
実行委員長　川内　正 （四天王寺高等学校） 
第23回「物理教育を考える会 PartⅡ」（開催案内）
　　会員の皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。また、日頃は当学会近畿支部の諸事業と活動にご支援ご協力を賜り、誠に有り難うございます。
　今回は、話題提供として、高校側からは高校原子物理の内容の概観、この9年の高校現場の実情、過去の入試問題の概観を、大学側からは入試で原子物理を扱わなかったときの学生の状況と基礎教育での扱い、今後への期待についてを、それぞれ話して頂き総括議論を行います。高校での原子分野の授業の経験の少ない若手の先生には、今後の授業に重要な情報になると思います。
下記のように開催いたしますので、ぜひ多くの皆様にご参加いただきますようお願い致します。
記
１．日　時
2014年10月4日（土）　14:00～17:30
２．場　所
大阪教育大学天王寺キャンパス西館　第６講義室
〒543-0054　大阪市天王寺区南河堀町4-88　電話：072-978-3213
３．メインテーマ　　高校での原子物理の教育　～この９年間の実情と今後
４．内容　　（司会：川内　正 （四天王寺高等学校））

　はじめに　     実行委員長  　 川内　正 （四天王寺高等学校） 　　　     14:00～14:05

　Ⅰ 話題提供
　　　　　１　高校物理で扱ってきた原子物理の内容
　　　　　　　　　川内　正 （四天王寺高等学校）　　　　　　　　　　　　　14:05～14:25
          ２  この９年間での高校物理における原子物理の教育
　　　　　　　　　山田 裕之（清風高等学校）　　　　　　　　　　　　　　　14:25～14:45
　　　　　３　過去の大学入試問題に見る大学が高校に求めた原子物理の理解
　　　　　　　　　筒井 和幸（大阪府立池田高等学校）　       　　　　　　 14:45～15:10
　　　　　４　入試で原子物理を扱わなかった影響はどの程度あったのか？

～物理系学科における原子物理分野教育の現状
関山　 明（大阪大学基礎工学研究科）　　　　　　　 　　 15:10～15:35
　　　　休憩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15:35～15:50

　　　　　５　原子分野に関する学部学生の理解の現状と高校での学習について(仮題)

伊藤　 誠（関西大学システム理工学部）　　　　　　　　　15:50～16:10
          ６　入試で原子物理を扱ってこなかった時代の入学者に対する個人的感想       　　 
窪田 高弘（大阪大学理学研究科）　　　　 　　　　　　　 16:10～16:30
　Ⅱ 全体討論 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16:30～17:20

　Ⅲ まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 17:20～17:25
　閉会挨拶       支部長　中田 博保 （大阪教育大学）　　　　　　　　　　　17:25～17:30

５．実行委員長　川内　正 （四天王寺高等学校）

実行委員  　種村 雅子（大阪教育大学）　　　　　　筒井 和幸（大阪府立池田高等学校）

堀田 暁介（大阪府立豊中高等学校）　　山田 裕之（清風高等学校）
八木 秀浩（大阪府教育センター附属高等学校）
この事業に関するお問い合わせは下記までお願いします。
　　　　　　　　　　八木　秀浩　T-yagih@medu.pref.osaka.jp　Tel. 06-6692-0006
